
年
２
回
の
交
渉

は
な
ぜ
で
き
な

い
の
か

年
２
回
の
団
体
交
渉
実
施
に

つ
い
て
は
、
「
特
定
の
時
期
に

行
う
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

や
り
と
り
を
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

増
員
、
問
題
意

識
は
本
当
に
持

っ
て
い
る
の
か

総
合
的
な
防
災
対
策
を
取
り

組
む
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
地
方
整
備
局

や
国
土
地
理
院
の
体
制
強
化
が

必
要
。
今
年
度
地
方
整
備
局
で

１
０
１
名
の
増
員
が
あ
っ
た
、

こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
「
今
年
度
の
増
員
は
承

知
し
て
い
る
。
現
時
点
で
話
す

事
は
な
い
。
職
場
の
実
情
な
ど

を
確
認
し
、
必
要
な
要
員
確
保

に
努
め
た
い
」
、
「
個
別
の
要
求

に
答
え
る
も
の
で
は
な
い
。
当

局
内
部
の
事
情
で
あ
り
、
こ
の

場
で
答
え
る
も
の
で
は
な
い
」
、

「
要
員
の
確
保
は
努
力
し
て
い

る
。
問
題
意
識
は
お
聞
き
し
た
。

最
大
限
の
中
で
行
っ
て
い
る
」

と
回
答
が
あ
り
、
一
人
出
張
所

な
ど
問
題
意
識
は
持
っ
て
い
る

も
の
の
、
職
場
の
実
態
を
反
映

し
た
増
員
姿
勢
を
感
じ
ら
れ
る

対
応
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

Ｔ
Ｅ
Ｃ-
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
法
制
化

に
つ
い
て
は
、
「
当
局
内
部
の

状
況
に
つ
い
て
話
す
こ
と
は
な

い
。
的
確
な
運
用
に
努
め
て
行

き
た
い
」
、
「
防
災
体
制
の
向
上

に
努
め
る
」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

超
勤
規
制
、
管

理
職
の
工
夫
も

限
界

導
入
さ
れ
１
年
が
経
過
し
た

超
過
勤
務
上
限
規
制
の
検
証
に

つ
い
て
は
、
「
人
事
院
規
則
に

沿
っ
て
適
切
に
対
応
す
る
」
、

「
所
属
長
が
現
場
を
見
な
が
ら

個
別
・
具
体
的
に
行
う
も
の

で
、
今
後
、
分
析
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
場
の
管
理
職
は
苦
労

し
て
い
る
、
業
務
執
行
の
見
直

し
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
「
人
事
院
規
則
に

基
づ
き
運
用
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
所
属
長
で
判
断
が
難

し
い
場
合
は
、
副
所
長
、
本
局

へ
相
談
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
」
、「
超
過
勤
務
の
最
小
化

を
目
指
し
て
い
る
」
と
回
答
が

あ
り
、
ま
た
、
処
罰
は
あ
る
の

か
に
つ
い
て
は
、
「
管
理
職
が

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
個
々
の
職
員
が
処
罰

の
対
象
に
な
る
か
は
個
々
の
実

情
に
よ
る
」
と
の
回
答
で
、
人

事
院
が
決
め
た
こ
と
と
し
、
責

任
転
嫁
し
て
い
る
回
答
で
し

た
。士

気
向
上
に
影

響
し
て
い
る
実

態
（
再
任
用
）

定
年
延
長
法
案
の
廃
案
に
つ

い
て
は
、
「
廃
案
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
い
る
。
高
齢
者
職
員

の
制
度
設
計
を
図
る
の
は
大

切
、
注
視
し
て
い
る
」
、
「
給
与

は
７
割
が
適
当
と
聞
い
て
い

る
。
第
３
者
機
関
で
あ
る
人
事

院
が
決
め
た
こ
と
に
国
交
省
と

し
て
話
す
こ
と
は
な
い
」
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
実
態
は
７

割
で
は
な
く
、
６
割
で
あ
る
国

交
省
と
し
て
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
「
職
員
の
士
気
向
上
に
退

職
間
際
の
職
員
の
処
遇
は
重
要

と
認
識
し
て
い
る
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
再
任
用

職
員
の
職
務
と
処
遇
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
な
い
な
ど
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
、
「
任
命
権

者
が
、
適
切
に
実
施
し
て
い
る

と
理
解
し
て
い
る
。
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
の
指
摘
は
お
聞
き
し
た
。

全
体
が
向
上
す
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

士
気
低
下
と
な

る
実
態
（
６
級

昇
格
）

事
務
所
課
長
、
出
張
所
長
の

退
職
２
年
前
６
級
発
令
は
可
能

で
あ
り
、
士
気
低
下
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
任

命
権
者
が
総
合
的
に
判
断
し
て

決
め
て
い
る
。
地
理
院
の
重
要

性
は
理
解
し
て
い
る
。
級
別
に

つ
い
て
も
こ
れ
で
良
い
と
は
考

え
て
な
い
。
今
後
も
最
大
限
努

力
す
る
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
、
５
５
歳
ま

で
の
６
級
昇
格
発
令
を
目
指
し

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

士
気
向
上
に
影

響
す
る
（
人
事

院
勧
告
）

今
年
度
の
人
事
院
勧
告
が
未

だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
内
需
拡

大
に
は
国
家
公
務
員
を
含
む
全

て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
が

必
要
で
、
ボ
ー
ナ
ス
の
一
部
切

り
下
げ
で
は
、
災
害
対
応
で
国

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
、
現
場
の
第
一
線
で
支
え
て

い
る
職
員
の
士
気
に
も
影
響
す

る
。
賃
下
げ
は
断
じ
て
行
う
べ

き
で
な
い
に
つ
い
て
は
、
「
今

年
は
調
査
が
遅
れ
て
い
る
。
国

交
省
の
実
態
を
人
事
院
に
説
明

し
て
い
る
。
適
切
に
対
処
し
て

い
き
た
い
」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

職
場
の
環
境
改

善
は
急
務

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
に
よ
る
在
宅
勤
務
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
環
境
改
善
の
感
染
拡
大
防
止

と
し
て
業
務
を
進
め
る
た
め
予

算
を
つ
け
て
い
る
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
が
、
実
態
を
当
局

は
し
っ
か
り
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
８
月
２
１
日
に
管
理
職
員
の
「
誇
り
」
と
「
や
り
が

い
」
の
持
て
る
処
遇
改
善
を
め
ざ
し
て
、
本
省
調
査
官
折
衝
を
行
い
ま
し
た
。

折
衝
で
は
、
①
労
使
対
応
、
②
増
員
要
求
、
③
業
務
執
行
改
善
、
④
６
０
歳
以

降
の
働
き
方
、
⑤
管
理
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

職
場
の
切
実
な
実
態
に
、
当
局

職
場
の
切
実
な
実
態
に
、
当
局

は
真
剣
に
応
え
て
い
る
の
か
！

は
真
剣
に
応
え
て
い
る
の
か
！

8/21 調査官折衝

各支部で局長
会見が行われる

各支部では局長等との４役会見が行
われています。●東北（１０／１９
予定）、●北陸（延期で未定）、●
関東（９／３０）、●地理（９／１
４）、●中部（８／２１）、●近畿（９
／４）、●中国（未定）、●四国（８
／１９）、●九州（１０／１４）



関
東
支
部

８
月
１
日
に
第
２
３
回
定
期

大
会
を
書
面
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
大
会
で
は
、
事
務
所
の
厳

し
い
職
場
実
態
の
報
告
、
増
員

要
望
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
運
動
方
針

な
ど
が
採
択
さ
れ
、
新
執
行
部

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
部
支
部

８
月
１
日
に
第
２
３
回
定
期

大
会
を
２
３
名
の
参
加
の
も
と

開
催
（
リ
モ
ー
ト
）
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

に
対
し
職
場
の
実
態
を
把
握
し

要
求
を
組
織
し
て
取
り
組
む
べ

き
、
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善

の
拡
大
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
運
動
方
針

な
ど
採
択
さ
れ
、
新
執
行
部
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
支
部

８
月
２
９
日
に
第
２
２
回
定

期
大
会
を
９
名
の
参
加
の
も
と

開
催
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

在
宅
勤
務
、
新
規
採
用
者
の
自

殺
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
減
ら
な
い

業
務
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
派
遣
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

業
務
の
拡
大
な
ど
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
運
動

方
針
な
ど
採
択
さ
れ
、
新
執
行

部
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
支
部

６
月
３
０
日
に
第
２
２
回
定

期
大
会
を
書
面
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
労
働
環
境
の
改
善
、

災
害
対
応
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
住
民
と
管
理
職
員
を
守
ろ

う
、
人
事
院
勧
告
で
賃
金
切
り

下
げ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

定
年
延
長
法
案
へ
の
対
応
、
再

任
用
の
処
遇
改
善
、
他
労
組
と

の
交
流
な
ど
に
関
す
る
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

運
動
方
針
な
ど
が
採
択
さ
れ
、

新
執
行
部
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

九
州
支
部

９
月
４
日
に
第
２
３
回
定
期

大
会
を
１
２
名
の
参
加
の
も
と

開
催
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

球
磨
川
災
害
、
復
興
担
当
事
務

所
の
定
員
確
保
、空
き
ポ
ス
ト
、

直
轄
管
理
ダ
ム
の
職
員
不
足
、

Ｔ
Ｅ
Ｃ
派
遣
、
在
宅
勤
務
環
境
、

在
宅
勤
務
と
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境

の
未
整
備
、
管
理
職
の
負
担
増

と
な
る
頻
繁
な
制
度
改
正
、
再

任
用
の
処
遇
改
善
、
定
年
延
長
、

年
金
制
度
な
ど
管
理
職
員
の
深

刻
な
悩
み
や
切
実
な
要
求
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
運

動
方
針
な
ど
採
択
さ
れ
、
新
執

行
部
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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全
国
で
支
部
大
会
が

開
催
さ
れ
る
②

2020年度 東北支部

執行委員長 渡邉 茂穂 福島河川国道 品質確保課長

副執行委員長 佐藤 真一 山形河川国道 尾花沢国道維持出張所長

副執行委員長 北見 淳 郡山国道 調査課長

事務局長 佐藤 英徳 仙台河川国道 角田出張所長

事務局次長 大槻 金二 専従

執行委員 亀田 誠 湯沢河川国道 品質確保課長

執行委員 鳥屋部勝弘 三陸国道 用地第２課長

執行委員 藤原 孝徳 山形河川国道 河川管理課長

執行委員 松田 信也 新庄河川 銅山川砂防出張所長

2020年度 中国支部

執行委員長 河村 昭 広島西部砂防 地域防災調整官

副執行委員長 佐野 孝行 倉吉河川国道 工務第１課長

事務局長 末永 敦 高梁川・小田川河川 事業対策官

事務局次長 清綱 保志 岡山河川 建設専門官

執行委員 細木 修 三次河川国道 灰塚ダム管理支所長

特別執行委員 築地 孝弘 営繕部 整備課長

特別執行委員 大櫃 剛 岡山河川 副所長

特別執行委員 國時 正博 広島西部砂防 副所長

2020年度 中部支部

執行委員長 上野 好隆 木曽川下流河川 桑名出張所長

副執行委員長 岩本 年正 静岡河川 工務課長

副執行委員長 磯村 敬吾 愛知国道 経理課長

副執行委員長 秋田 尚孝 三重河川国道 雲出川出張所長

副執行委員長 杉山 佳幸 木曽川上流河川 河川公園課長

事務局長 神村 章治 多治見砂防国道 工務第２課長

事務局次長 川尻 耕成 木曽川上流河川 横山ダム管理支所長

事務局次長 青山 一雄 専従

2020年度 関東支部

執行委員長 西澤 純夫 相武国道 用地対策官

副執行委員長 星野 豊 横浜国道 指導官

副執行委員長 中川 順次 専従

事務局長 小林 治 利根川上流河川 経理課長

事務局次長 安藤 勇 大宮国道 指導官

執行委員 鎌倉 啓彰 横浜国道 用地第１課長

2020年度 九州支部

執行委員長 興梠 逸郎 武雄河川 嘉瀬川出張所長

副執行委員長 沼田 英昭 熊本河川国道 総括保全対策官

副執行委員長 福留 泰男 長崎河川国道 品質確保課長

事務局長 玖村 徳則 鹿児島国道 交通対策課長

事務局次長 堀之内幸昌 筑後川河川 工務第2課長

執行委員 島畑 郁朗 鹿児島国道 管理第2課長

執行委員 樋口 繁雄 八代河川国道 経理課長

執行委員 野口 和洋 立野ダム工事 専門員

執行委員 神野 隆司 鹿児島国道 鹿児島維持出張所 専門員


